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概要 

 目的 

 科目や組織を超えて連携させるために、学びのプロセスを可視化すること 

 提案 

教育を連携させるポートフォリオ 

1. プロセスを可視化する 

 Can-Doリストの推論分析，学力ダイアグラム 

2. 思考の癖を可視化する 

 インテリグラム(Intel-gram) 

 本日の学習目標 

 人材育成において個人の能力を整理するための方法が理解できる 

 謝辞 

 サイエンティフィック・システム研究会知的能力の可視化WG（座長：阪井和男、
期間：2010年4月1日～2012年3月31日） 
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